
大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ実行計画（千代田区）
日本経済を牽引する東京都心のエリアとして、IoTやAI等の技術や都市のデータを活用すること
で、 「既存都市のアップデートとリ・デザイン」を「公民協調のPPP、エリアマネジメント」によって実現
し、新たな価値を創出する仕組みを構築して時代をリードする国際的なビジネスのまちを目指す。

データの利活用による経済効果 645億円/年(2025年度)
歩数増に伴う医療費抑制額 21億円/年(2025年度)
ロボット導入経済効果（※） 18億円/年(2025年度)

※代替した人が生み出す別サービスの経済効果

目標

取組概要

スケジュール

将来像

エリアマネジメントの
リ・デザインループ

データ収集リ・デザイン計画

シミュレーションリ・デザイン実行

人々が活発に「交流」し、
熱量がある街へ

どんな時でも「快適」かつ
「スマート」に過ごせる街へ

特別な「非日常」の
体験に出会える街へ

緊急時でもより「安全」
「安心」に過ごせる街へ

デジタル大丸有

リアル大丸有

快適性の向上 健康増進
運動履歴、体重や血圧等
の健康データの解析による
健康関連情報の配信や
サービスを提供

警備、物流、清掃
等、人手が不足し
ている業務の代替
としてロボットを活用

都市データを統合する「大丸有版都市OS（デジタルマッ
プ・ツイン含む）」、様々なデータを利用促進する「データ
ライブラリー」の整備。センサー等の設置

都市の緑や気象等の環境デー
タをリアルタイムに可視化・シミュ
レーションすること等で快適に過
ごせる空間の情報を発信

体制

※写真はイメージ画像

リアルタイムに人の移動・滞留
や被害等の状況を収集の上、
分析・可視化し広域TV情報
も含め、災害対策機関・滞在
者に避難情報等を提供

デジタル基盤の整備

2020年実装

健康アプリ

2022年頃実装

災害対応

2023年~2025年頃までに
順次実装・内容拡大、連動

快適な空間整備
空間情報の発信 ロボットの活用

デジタル基盤
整備・連携

多様な主体の連携・エコシステム

都市データを可視化・分析する「ダッシュボード」構築による
災害対応の向上、都市のリ・デザイン等を検討したりイベン
ト時等の事前対応を検討する「シミュレータ」を構築。

リアル社会での多様な主体・組織
間連携、サービス間の連携の促
進。持続的な体制・連環の構築
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（区域の発展的課題を解決する取組の一部）

MICE来街者用サービス
アプリ、バリアフリー対応
サービス等の実装

発展・新
サービス

エリア・内容拡大、連動 ダッシュボード、シミュレー
タ、MICEアプリ等

災害対応ロボットの活用


